
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

ChatGPTをはじめとする生成 AIの急速な進化は、すべての人に「人間とは何か？」と

いう根源的な問いを投げかけています。これには当然「大学とは何か？」という問いが

含まれます。しかしながら、この答えはまだ誰も知りません。 

第１回目では、これから AI と共存する社会をどう生きるのか？また、その中で大学

はどうあるべきなのか？ということを、様々な視点から、学生・教員・職員すべての立

場の人々と議論します。 

 

 

記 

１ 日 時  2023年７月３日（月） 16時 30分から 18時 00分まで 

２ 会 場  経営情報学部棟 4107講義室（草薙キャンパス） 

３ 内 容  シリーズの第１回として、生成 AIとは何か、今何がおこ

っているのかという基本的な事柄について、AI の専門家

を交えて議論します。 

              講師：六井淳（本学経営情報学部教授） 

              聞き手：酒井敏（副学長） 

４ 参加者  学生・教員・職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 供 日     2023/6/23  

タイトル  緊急企画「あなたはＡＩ時代を生き抜けますか？」 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

広報・企画室（ＦＤ担当） 

発信担当者  ０５４-２６４-５１０６ 

緊急企画 あなたは AI時代を生き抜けますか？  

第１回： 黒船襲来 
静岡県立大学拡大 FD 講演会 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 

静岡県立大学 広報・企画室（ＦＤ担当） 

電話 ０５４-２６４-５１０６   

メールアドレス tyous4（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp       

     

静岡県立大学記者提供資料 

 



緊急企画

あなたは AI 時代を

生き抜けますか？

静岡県立大学拡大 FD 講演会

学生・教員・職員すべての関係者対象

第1回：黒船襲来
講師 ： 六井 淳 （経営情報学部教授）

聞き手 ： 酒井 敏 （副学長）

日時　2023 年 7 月 3 日 （月）

　　　　　16:30-18:00

場所　経営情報学部棟 4107 講義室

あなたですよ！

　　他
人事じゃなくて

お問い合せ

静岡県立大学 広報 ・ 企画室 （林／石原）

電話 ： 264-5106 （内線 5106）

（協力 ： ICT イノベーション研究センター）



あなたは、AI にできないことが、どれだけできますか？

これは、 すべての学生、 教員、 そして職員の方への真剣な問いです。

昨年末の ChatGPT の登場で、 AI が人間の知的能力を超えるいわゆるシンギュラリティ―の到来

が極めて現実味を帯びてきました。 これまで人間にしかできないと思われていたことを AI がこなして

しまう時代が迫っています。 これは、 人間が楽になるという反面、 そもそも 「人間とは何か」 とい

う根源的な問いを投げかけています。

バブル崩壊以後の 30 年で、 日本の社会は非常に真面目になりました。 小中学校の学級崩壊

はなくなり、 大学生は講義にちゃんと出席して、 真面目に勉強するようになりました。 しかし、 そ

こで真面目に勉強して得た多くの知識や能力を、 AI が追い越そうとしているのです。

このままでは、 真面目に勉強しても、 人間は 「AI より安い労働力」 としての価値しかなくなる可

能性があります。 大学がそんな人材を出し続けるわけにはいきません。 当然、 授業もそれに対

応しなければなりません。 事務職員の方も、 今まで通りの仕事をするだけなら、 確実に仕事が

なくなります。

では、 どうしたらよいのか？その答えはまだ誰も知りません。 確かなのは、 先生の言われる通りに

真面目に勉強していても、 AI を超えられる保証はないということです。 むしろ、 真面目な知識こ

そ AI のほうがはるかに得意です。 まさに今、 人類がいまだかつて経験をしたことのない時代に突

入しようとしているのです。

そこで、 将来我々が AI を使いこなす人類として生きていくためには、 どうしたらいいのか？また、

AI には真似できない人間の価値とは何か？を複数回のシリーズで議論したいと思います。

なお、 この拡大 FD 講演会は、 より多くの方に参加していただくため、 Zoom のリアルタイム配信

および録画配信も予定していますが、テーマの性格上、できるだけ現地での参加をご検討ください。

登壇者の息遣いや会場の空気を読むことは、 まだ AI にはできないはずですから。

文責 ： 酒井 敏


